
１　主題構成表
主題名　かけがえのないいのち（小学校　中学年）　資料名「ぼくの妹に」
２　学習指導過程

	
	基本発問と予想される児童の反応
	指　導・援　助

	導
入
	◇命についての価値への方向付けを図る。

○「生きている」と感じるときはどんなときですか。
・けがをすると「痛い」と思うとき。
・おいしい物を食べているとき。
・楽しく遊んでいるとき。
	・こころのノートの「生きているってどんなこと」（P56、57）を参考にし、「生きている」と感じたことを発表することでねらいとする価値への方向付けをする。

・事前に児童へのアンケートを実施し、児童の実態を把握しておく。

	展　
開
前
段

	◇資料提示（教師の読み聞かせ）をする。
○妹が生まれたときのぼくはどんな気持ちだったでしょうか。
・やったあ、兄弟ができてうれしい。
・いっぱい妹が喜ぶことをしよう。
・病気が治って早く元気になるように何でもしよう。
○妹に布団をかけ忘れたことに気付いたぼくは、どんな気持ちだったでしょう。
・しまった。暑いから後でいいと思っていて、忘れてしまった。
・布団をかけなかったことぐらいで命にかかわることはないだろうと思っていた。
・大丈夫かな。これがもとで妹の病気がひどくなったらどうしよう。
・何でもしようと思っていたのにできなかった。
◎病院の先生の話を聞いて、ぼくはどんなことを考えたのでしょうか。
・妹が死んでしまったら嫌だ。
・ごめんね、みすず。これからはみすずのこともっと大切にするからね。

・みすずはたった一人の大切な妹だ。みすずの命を守るためにできることを考えたい。

・ぼくも小さいときはお母さんに病院につれてきてもらったことがあって、とても心配をかけたんだ。
・命は１つしかないから大切なんだ。それはみんな同じだからどの命も大切にしないといけない。
	・妹が生まれたときのぼくの気持ちを考えることを通して、ほしくてたまらなかった兄弟ができた喜びに共感することができるようにする。
・妹のために何でもしたいと思っていた主人公が、生まれたばかりの妹は、自分では何もできないので、ぼくが布団をかけることが妹の命に関わる重大なことであるとは深く考えていなかったことに共感できるようにする。

・命の大切さや命が多くの人に守られていることに気付くようにする。
・死を意識したときに自分にとって大切な妹であるということに気付き、自分も妹の命を守る一人であるということに気付くようにする。

	展
開
後
段
	○これまでに命の大切さを感じたことはありませんか。
・ぼくには弟がいて、その弟が病気になったときはすごく心配だった。もし、今度、病気になったらぼくにできることをやりたい。
・暗くなっても家に帰らないで遊んでいたら、お母さんが事故にあっていないかと心配していた。いろいろな人に心配をかけるから、危険な目に合わないようにして自分の命も大切にしていきたい。
	・どの命も尊く大切にしなければならないことに気付くようにする。
・こころのノート「たったひとつのわたしのいのちだからかがやいて生きる」(P68、69)の活用も考える。


	終
末
	◇教師の説話を聞く。
・命の尊さに気付くことができる具体的な事例を話す。
	・教師の経験から具体的な事例を意図的に話す。


３　道徳の時間（本時）と他の教育活動との関連

＜場の内容・ねらい＞　　　　　　　　　＜児童の意識＞　　　　　　　＜指導・援助＞



ぼくの妹に

　

ぼくは四年生になるまでEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひとり),一人)っ子でした。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ともだち),友達)がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きょうだい),兄弟)の話をするたびに、兄弟がほしいと思っていました。そんな日はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(き),決)まって家に帰ると、

「妹か弟ができないかなあ。うーんとやさしくするのになあ･･････。」

と言っては、おEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かあ),母)さんをこまらせました。

　そのぼくに、兄弟ができたのです。けれども、お母さんは体が弱く、妹をうむときに、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いのち),命)があぶないかもしれないということでした。でもお母さんは、

「せっかくさずかった命を大切にしたい。」

と言ってうむことを決めました。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(びょういん),病院)の先生も、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぶじ),無事)に赤ちゃんがうまれるようにじゅんびをしてくださいました。

　そして、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ま),待)ちに待った妹が生まれました。でも、ぼくは、妹が生まれた日も、そのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つぎ),次)の日もそのまた次の日も妹に会うことができませんでした。

「なぜ妹に会いに行っちゃだめなの。」

ぼくはおEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とう),父)さんに聞きました。お父さんは、

「とっても小さく生まれたから、まだひろきは会えないんだよ。」

と言いました。
　妹は「みすず」とEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(なづ),名付)けられました。妹が生まれてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いつかめ),五日目)に、ようやく妹に会うことができました。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ほいくき),保育器)の中の妹は、二本のチューブをつけていました。

「どうしてみすずは、目を開けないの。」

ぼくがEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しんぱい),心配)になってお母さんに聞くと、お母さんはなみだをためて言いました。

「みすずは、保育器の中でがんばって生きているのよ。きっと元気になるわ。」

妹はおなかの病気で、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(た),食)べEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もの),物)にもEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ちゅうい),注意)して生活しなければなりません。ぼくは、

（兄として、みすずのためにできることは何でもやろう。）

　と心の中で決めました。

　　みすずは生まれてから半年たってEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たいいん),退院)しました。

　「ひろきはお兄ちゃんなんだから、みすずをよろしくね。」

　と、お母さんが言いました。ぼくは、兄としてみすずのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せわ),世話)をがんばろうとやる気まんまんでした。

　　みすずは、毎日ねてばかりでした。目を開けているときでも、お母さんだけにしかEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(えがお),笑顔)を見せません。いくらぼくがあやしても、あまりEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(わら),笑)わないのです。みすずが生まれてからは、お母さんはみすずにつきっきりで、ぼくのことをあまりかまってくれません。

　（きっとお母さんは、ぼくよりみすずの方が大切なんだ。）

　ぼくは、やきもちをやくようになりました。

　　ある日、ぼくは、お母さんから妹にふとんをかけるようにたのまれました。

　（今はまだEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あつ),暑)いから、もう少ししてからふとんをかけてあげよう。）

　ぼくはそう思って、すぐにふとんをかけませんでした。その日、お母さんはとてもいそがしく、いつものようには妹の世話ができなかったのです。

　　しばらくして、ぼくは妹にふとんをかけわすれていたことにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きづ),気付)きました。つい、テレビにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(むちゅう),夢中)になって、日がしずんだことに気付かなかったのです。そのとき、妹がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(な),泣)き出しました。買い物から帰ってきたお母さんがかけつけてきました。

　「ひろき、みすずにふとんをかけてってたのんでおいたのに、どうしたの。」

　「たのまれたときは暑くて、もう少し後でと思ったら、わすれちゃったんだ･･････。」

　と、ぼくは答えると、お母さんは言いました。
「みすずは、少しのことでもおなかをこわしてしまうのよ。お兄ちゃんなんだから、病気のみすずちゃんを大切にしてね。」
　ぼくは「お兄ちゃんだから」と言われるのがいやになっていました。

　　泣きつづけるみすずを病院へつれて行くことになりました。ぼくも車に乗り、お母さんと妹と病院までいっしょに行きました。お母さんと妹がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おうきゅう),応急)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しょちしつ),処置室)に入りました。どれくらいの時間がたったでしょうか。十分ぐらいだったかもしれません。でも、ぼくにはとても長くEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かん),感)じられました。ようやく妹の手当てがEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(お),終)わり、お母さんが先生と出てきました。

　　ぼくは泣きながらかけよって妹にあやまりました。そのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ようす),様子)を見ていた先生が、しずかにおっしゃいました。

　「わたしも、きみと同じ年ぐらいのときに弟が生まれてさみしい思いをした。でも弟が交通EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じこ),事故)でなくなったときは、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ことば),言葉)にできないくらいEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かな),悲)しかったよ。」

ぼくのむねがじいんとあつくなりました。

「みすずのためにと思ったんです。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(くる),苦)しめるなんて思ってもいなかったんです。」

「分かっているよ。ただ病気の妹さんは、しっかりEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みまも),見守)らないとね。」

「先生、ごめんなさい。」

「五才だったきみがけがをしたときも、お母さんはとても心配して病院にかけつけてきたんだよ。」

病院の先生の言葉を聞いて、ぼくはあらためて命について考えました。
　　　　　　　　　　　　　内容項目　三―（一）

　　　　　　　　　　　　　　　　　出典　小学校道徳読み物資料集

（平成二十三年三月　文部科学省）
内容項目３－（１）


生命の尊さを感じ取り、生命ある


ものを大切にする。





■　内容項目から見た児童の実態（意識）


・理科の学習でアゲハチョウの幼虫を飼育し、羽化を観察し生命の誕生を喜んだ。


・東日本大震災による津波で多くの方々が犠牲になり、亡くなったことから、命の儚さや命には限りがあることを感じた。


■　要因


・命には限りがあるとは分かっているが、実際に身近な人が亡くなった体験が少ないため自分の問題として捉えることが弱い。


・命を大切にするということや命を守るということがどういうことなのか気付いていない。





■　資料の分析


・本資料は、妹に布団をかけることをうっかり忘れてしまった主人公が、妹が搬送された病院の先生の言葉から命の尊さについて考えるという内容である。


・兄として妹のために何でもしようと張り切っていた主人公が、妹に布団をかけることを重く考えず、ついついテレビに夢中になってしまった主人公の気持ちに共感させることができる。


・生まれてきた妹に抱いた主人公の、気持ちを考えさせることで、家族の愛情が妹の生きる原動力になっていることに気付かせ、生命を尊重し精一杯生きていくことの大切さについて考えさせることができる。





■　ねらい


自分の命は周りの人々に守られていたり、自分も他の命を守っていたりすることに気付き、命あるもの全てを大切にしようとする心情を育てる。





■　展開の構想





・妹が生まれたときの主人公の気持ちを問うことで、ほしくてたまらなかった兄弟ができた喜びを共感させる。


・妹のために何でもしたいと思っていた主人公が、妹に布団をかけることを重く考えないで、テレビに夢中になっていた気持ちに共感させる。


・病院の先生の話を聞いて主人公が考えたことを問うことで、命の大切さや命を守ることの大切さに　気付かせる。


・命を大切にしようとしていた経験を思い出させ、そのときの気持ちを大切にしていこうとする意欲を高める。





■　基本発問（◎中心発問）





○妹が生まれたときのぼくはどんな気持ちだったでしょうか。





○妹に布団をかけ忘れたことに気付いたぼくはどんな気持ちだったでしょう。





◎病院の先生の話を聞いて、ぼくはどんなことを考えたのでしょうか。





○これまでに、命の大切さを感じたことはありませんか。








■　価値の分析


・生命の大切さはどれだけ強調してもしすぎることはなく、全ての道徳性は生命が大切にされてはじめて成り立つものである。





・中学年になると死を現実的なものとして理解することができるようになる。だからこそ、この時期に生命の尊さを感得できるように指導することが大切である。





・このため、中学年の段階では、誕生の話から生を受けたことの素晴らしさを感じ取ったり、病気やけがの様子から自分の命の尊さを感じ取ったりして、同じように命あるもの全てを大切にしようとする心を育てるよう指導する必要がある。





【深めの発問】


お母さんや病院の先生の話から、命についてのぼくの考えはどのようにかわりましたか。





●言語活動の充実


　病院の先生の話を聞いてぼくが考えたことについて、伝えたい相手や気持ちをぼくが話すように促し、多様な感じ方や考え方に気付くことができるようにする。





・生き物を飼育することを通して、命を身近に感じることができるようにする。


・生き物を大切にして育てている具体的な場面を価値付けていく。





・どんなふうに大きくなっていくのだろうか。


・えさがなくならないように気を付けよう。


・きれいなアゲハチョウになってよかった。しっかりと世話をしてよかった。


・チョウになれずに死んでしまった。うめてお墓をつくろう。





理科


「チョウを調べよう」「あたたかくなると」


・チョウの幼虫を見つけ飼育をする。


世話をし続けることで成長する様子に気付き、羽化したときの命の感動を感じ取ることができる。飼育途中で羽化せず死んでしまうチョウから命の尊さを感じ取ることができる。





朝の会


・今までに起きた大きな自然災害についての話を聞き、災害の恐ろしさや災害から身を守る方法について理解する。








・過去にあった出来事　として終わるのではなく、いつ自分達の身近で起こるか分からないこととして意識できるようにする。





・災害に遭ったらどうするとよいのか、また、日頃から自分の命を守ることを意識して生活することの大切さを感じ取り、実践につなぐようにする。





・東日本大震災では、とてもたくさんの方が津波の被害にあって亡くなってしまった。


・どうすると自分の命を守ることができるのだろうか。





学校行事（健康安全・体育的行事）


「避難訓練」


・地震や火災等の災害に遭った場合、自分の命は自分で守るためにも、学校での避難の仕方を理解する。


・避難の仕方を振り返り、命の大切さについて考える。





・自分の身は自分で守るためにはどうしたらよいのか考えて、しっかりと訓練をしよう。


・学校以外でも災害に遭うことがあるから、家の人と話し合ってみよう。





・食事、運動、睡眠が、自分の体の発育を促すこと、丈夫で健康な体は自分自身がつくっている。それが、自分の命を大切にしていることに気付くようにする。








・体がしっかりと育つためには、バランスのよい食事や適度な運動、十分なすいみんがとても大切だ。


・しっかりと守って丈夫な体をつくろう。





保健　よりよく育つための生活


・健康な生活のためには、食事、運


動、休養・睡眠を十分とることが大切であることが分かる。


・さらに、食事、運動、休養・睡眠の必要性と効果を理解する。





・これまでにいろいろな人の愛情に囲まれ大切に育てられてきたことに気付き、命あるものを大切にし、自分も精一杯生きていくことについて考えるようにする。





・命を守るって難しい。命はみんなの手によって守られている。


・自分の命も大切に守られてきた。


・命を大切にしよう。





道徳の時間


「ぼくの妹に」　内容項目３－(１)


・自分の命は周りの人々に守られていたり、自分も他の命を守っていたりすることに気付き、命あるもの全てを大切にしようとする心情を育てる。












